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Jane AustenのNorLhangeT･ Abbey (1 818)がGothic romance

のしくみを巧みに利用したcommedyofmanneTSの作品で

あることは一応定説と言ってよいだろう. ATlnRadcliffe

のThe Mysteries ofudolpho (1794) (以下udoZphoと略)を熱

狂的に好むCatherine MorlandはNorthangeT Abbeyでゴシ

ック的恐怖を味わい､それが愚かな思いこみによる滑

稽な勘違いであることを悟って成長する｡ CatheTineの勘

違いをたしなめるHenry Tilneyの``Remembering the

country and the age in which we live. Remember that we are

English, that we are Christians." (Not･lhangeT, Abbey, p.172,m)

という台詞と､ `The visions of romance were over.'(同

p.173)という地の文を引用してJosephWiesenfarthは､こ

の瞬間に､ `mannered social ordeT'がGothic的恐怖を時代

遅れにし､ `Gothic illusion'が死んで中産階級のrealityが

目覚めたと意義づけ､ commedy ofmannersがGothic

romanceを終蔦に追い込んだとしている`2'｡ romanceのパ

ロディから小説が生まれた経緯を想起してJaneAustenが

女セルパンティスと言われ､ Gothicがromanceであり神

話であるならばAllStenの作品はrealismの小説であると

される由縁である｡しかしRadcliffeの作品の最大の特徴

である｢啓蒙的ゴシック｣ ｢説明される超自然｣といっ

た性質は､ Radcliffeの作品にはGothicTOmanCeと共に､そ

の相対立する概念である合理的精神も同居する構造で

あることを示しているo全てのGothic的恐怖と超自然現

象に合理的説明を加えて解決するudolphoや乃ellalian

(1796)の手法はまさにNoTlhangeTAbbeyのとった手法であ

り､その合理的精神はromanceではなくrealismの方を真

実と信じる精神である｡実際､理性を働かせて迷信や

不安･恐怖を打ち消そうとするudolphoのEmilyや､迷信

を軽蔑し思慮を用いようとするTheltalianのVivaldiの姿

は繰り返し措かれる｡ Radcliffeの作品のこのような一面

は､Anstenの小説世界と対照的に捉えられるというより

はむしろ類似していると言える｡

RadcliffeとAustenはこれまで様々な視点から比較され

てきたが､本論では両作家のヒロインたちの結婚の背

景･展開の類似や相違に注目し､それぞれの作品がGothic

romanceとrealisrn小説という対照的な表現形態を呈して

いる意義について考察し､ Radcliffeの作品の性質を明ら

かにしたい｡まず当時の女性の結婚の背景については､

伝統的な経済結婚の制度に個人の恋愛感情が侵入して

きたことを挙げねばならない. R.Milesは､個人主義の

浸透してきた18世紀においてお互いの尊敬と平等の意

識に基づく恋愛結婚は､政治的にはIiberalで､ Protentant

(Dissenting)でmoralityとproprietyについて厳しい考え方

を持つ中産階級の価値観と結びついていたと指摘し､こ

の恋愛結婚と伝統的封建的な経済結婚との緊張関係を

Radc]iffeの作品の背景の1つと見なしている(Miles-3')0

Austenの時代になると､家父長が家系の都合のために子

供の結婚相手を選ぶ経済結婚はすたれ始めていたとさ

れるが4'､それでも経済問題が女性の結婚にとってその

後の人生を決める大問題であったことには変わりない｡
一つにはこのような土壌が､財産と愛情の両方を重視

して結婚相手を選ぶAustenのヒロインたちを生み､ま

たRadcliffeの場合にもたとえばTheIialianのような､

Ellenaとvivaldiの恋愛結婚が財産の不釣合を理由に阻ま

れるといったプロットを生む｡

このような背景に加え､ RadcliffeとAustenの作品に見

られる結婚観を比較する際に重要となるのは､女性の

持つ`propTiety'と`sensibility'の概念である. Mary Poovey

はThe PTOPeTLady and lhe Woman WTileTで､ 18世紀に貴族

の土地と新興中産階級の資本が結婚によって結びつけ

られてゆく中､女性の結婚に経済目的が重視され､家

父長制･ブルジョワ資本主義等の社会秩序を守るために

女性には`propriety'の価値が要求されて自分の願望を直

接表現できなかったという社会状況を指摘している｡そ

の上で､女性作家､及びそのヒロイン､ `Properlady'た

ちにとって自己表現とは､願望は慎み深さ(modesty)に
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よって表明され､自己実現は従順な忍耐強さ(meekness)

によって達成され､ romanticloveは自己制御を身につけ

た著者に与えられるといった､ `indirection'(間接･迂回

表現)や`accomodation'(順応)といった逆説的なものであ

ったと論じている｡ Pooveyによれば､ Radcliffeの

udolphoは､女性が経済結婚の道具にされる恐怖を空想

のうちに措いたものであり､また`propriety'の抱える問

題に挑戟しなかったように見える保守的なAustenの場

合においても､若い女性の成長･成熟を扱う時､女性の

願望と`propriety'の複雑な関係に関わらないですますこ

とはできなかった`5㌧ `poovey'はまた`ldeology and The

MysteriesofUdolpho'において､当時独身女性は純潔

(sexualpurity)と経済力(贈与される財産)を利用して結

婚することによってsocialidentityを確立したとし､ 18世

紀に流行した`sensibility'あるいは`sentimenta】ism'のもつ

イデオロギーの男女それぞれに対する働き方について

考察し､女性か`sensibility'の価値を守って結婚し家庭に

あることは女性を抑制すると同時に多少でも地位と行

動の場を与えるものでもあった､としている{6㌧

この論文ではRadcliffeのUdolpho､ The ltalian､Ansten

のPersuasion(1818)を取り上げる. Austenの作品のうち

persuasionを選ぶのは､ヒロインAnne Elliotが分別と女

性らしい持続する愛情の両方を兼ね備え､自己表現の

控えめな｢説き伏せられる｣性格を持っていること､ま

た小説の冒頭でAnneがFrederick Wentworthとの婚約を諦

め､分別をふまえた上でTOmanCeを身につけるという､

他のAustenの作品にはない設定を持っていることが､女

性の結婚､財産､ propriety､恋愛､感情と分別､自己抑

制と自己表現などの問題をめぐってRadcliffeと比較する

のに最も都合がよいと思われるからである｡ NoTihanger

Abbeyに関しては､それがUdolphoをすっぽりと取り込

んだ構造である限り考慮に入れざるを得ないが言及は

最小限に限ることにする｡またSetZSeandSensibiliyも視

野に入れるべきだろうが､中心となるヒロインが姉妹

2人に措き分けられているため､今回は言及しない｡

◇1◇

最初に､女性の結婚問題はそれぞれの作品でどんな

共通の設定を持ち､女性の`propriety'とどのように関わ

って展開するだろうか｡

まず､ Udolpho､ Thelialian､ PeTSuaSion､どの作品にお

いても､平穏に暮らす独身のヒロインの身の上が恋愛

や財産の問題で不安定になって物語が始まり､ヒロイ

ンは不幸な思いをしたり恐怖にさらされたりするが､結
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局結婚と財産の問題が-ッピーエンドに片づくことに

よって物語が閉じられる｡ UdolpJwでは､ LaVallieとい

う理想郷で暮らすEmily St.AubeTtは､ Valancourtと恋仲に

なるのと平行して､父SLAubertの破産と死によりLa

vallieを出ることを余儀なくされる.そして叔母とその

夫Montoniから不相応な相手だとされてValancourtと会

うことを禁止され､他の結婚相手Moranoを選ばれ､財

産を追求するMontoniの思惑によりUdolpho城に幽閉さ

れ､恐怖の体験が始まる｡ ThelLalianでは､孤児のEllena

di Rosalbaと恋に落ちたVincentio di Vivaldiは､身分の不

釣合のため､結婚して名誉をけがせば嫡子の権利を与

えない旨を父から告げられる｡これと平行してVivaldi

の身辺には､謎の修道僧がEllenaとの交際に不吉な予言

をする等の不思議な恐ろしい現象が起こり始め､また

結婚を阻止しようとするVivaldi侯爵夫人とその告解僧

schedoniの策略でEllenaは修道院に幽閉される｡そこか

ら2人で脱出した後もvivaldiは異端審問にかけられ､

Ellenaは命を狙われる｡ TJzelialianではヒロインだけでな

く､その恋人である男性のVivaldiも身の上が不安定に

なって恐怖にさらされる.ではPeTSuaSionにおいてはど

うだろうか. AnneElliotは美しいかやや若さを欠いた27

才で､まだ結婚相手が見つからない｡折しも家計の苦

しいElliot家が自宅Kellynch邸を貸しに出すと､その借

り手のCTOft夫人の兄弟が､ Anneがかつて恋をしたのに

結婚を諦めねばならなかったFrederick Wentworth氏であ

ったという設定である｡この結婚が破棄された理由は､

wentworth氏に財産がなく､将来のあてもないからであ

った｡ Kellynch邸の貸し借りが縁でE】liot家とWentworth

家のつきあいが始まり､ UdoZphoやThellalianとは違って

超自然的な恐ろしい現象は起きないが､明るい社交世

界の中､AnneはWentworth氏と同席したり2人きりにな

ったりすると動揺するなど､心理的な不安定にさらさ

れる｡またAnneは妹Maryの婚家の人々の面倒を見て気

遣いも多く､あまり幸せではない(`…allthatwashappyand

gay,all that was glowing and bright in prosperous love,all that

was most unlike Anne Elliot! 'Persuasion, p.138. 47))o

Lかしこの3つの物語において全ては-ッピーエンド

におさまり､カップルは結婚し､同時に財産問題も決

着する. UdolphoでEmilyは､ LaVallieや叔母Montoni夫

人の地所をめぐって､母方の叔父QuesnelやMonto11iと

交渉するが､結局1.aVallieは彼女の元にもどり､

ValancouTtとそこで幸せに暮らす｡貧しい孤児と思われ

ていたTheILaZianのEllenaも､実はBmno伯爵の娘という

高貴な身分であることが判明し､身分の不釣り合いは

～
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解消されてめでたくVivaldiと結婚する｡ PeTSuaSionの

AnneはKellynch邸の女主人にはならなかったが､地所

は持たないが財産を十分作ったwentworth氏と愛情を深

めて結婚する｡このように､ 3つの作品ではヒロインを

めぐる結婚と財産の問題に関して設定と結論がよく似

ており､当時の女性の結婚には経済的な規制が大きく

働いたという同じ背景があることがうかがえる｡

それではヒロインたちは身に降りかかる結婚と財産

の問題にどのように対処しているだろうか｡ Udolphoの

Emilyは､ Montoniに連れられてイタリアへ発つ前夜､庭

に忍び込んだValancourtに求婚された時､動転し気絶しそ

うになりながらも肯定の返事をせず､次のように考えた｡

The conflict she had suffered, between love and duty she at

present owed to her father's sister; her repugnance to a

clandes血e manage, her fear of emerging On the worldwith

embaTTaSSmentS, SllCh asmight ultimately involve the object

of her affection inmisery and repentance; -all this various

interest was too powerful for a mind,already enervated by

sorrow, and her reason had suffered a transient slJSpenSion.

But duty, and good sense, however hard the conflict, at

length, triumphed over affection and mournful presentiment;

above al一, she dreaded to involve Valancourt in obscmity and

vain regret, Which she saw, or thought she saw, mllSt be the

too certain consequence of a manage in their present

circllmStanCeS; and she acted,perhaps,with somewhat more

than female fortitude, when she resolved to endl】re a present,

rather than pTOVOke a distantmisfortune･ (udolpho, p. 155{8')

片や叔母への義務､つまりVa】ancourtと交際してはなら

ないという叔母の(ひいては叔父Montoniの)命令を聞く

ことと､片や恋人への愛との激しい板ばさみになり､理

性も失いかけながらも､結局Emilyは`goodsense'を働か

せ､義務を優先させた｡彼女は秘密の結婚をしで悔い

ることや世間に対して恥ずかしい思いをすることを恐

れており､またこの結婚が不幸に終わってValancourtを

落胆させることを恐れたのだった｡この倫理観は社交

世界で生きていくための`manners7を尊重するものであ

り､また次のような亡き父St.Aubertの｢`sensibility'より

も`fortitllde'を大事にせよ｣という教えに従うものでも

あった｡

`I would not teach you to become insensible, if I could; I

would only warn you Of the evils of susceptibility, and point

out how you may avoid them････ beware of priding yourself

on the gTaCefu1ness of sensibility; if you yield to this vamty,

your happmess is lost foTeVeT. Always remember how much

more valuable is the strength of for触de,･･･ '(Udolpho, p.80)

常に`sensibility'を持ち恐怖におののき気絶するような

Emilyがこのような教えを守ろうとしているのは意外か

もしれない｡しかし父St.Anbert自身ここでは`sensibility'

の行き過ぎに注意しているのであって`sensibility'そのも

のを否定しているわけではない.またPooveyによれば､

`sensibility'には｢強い感情･感受性を持つ(feel strongly,

sensitivity, responsiveness)｣というaestheticな面と｢良心を

持つ(capacity for 'alional feeling, benevolence, generosity) ｣

というmoralな面がある(Poovey, `Ideology'p.312)O徒つ

てmoralな面が強調される場合に`foTtitude'が重視され､

過度な`sensibility'に陥って感情の犠牲者になることがい

ましめられるという価値観も､ Emilyにとっては十分受

け入れられるものなのである｡実際Emilyは､ LaVaHie

は売るしかないがMoTanO伯と結婚すれば彼女の生計は

立つことをQuesnelから告げられて新たな結婚と財産の

問題が生じた時､この父の教えを思い出して心を強く

持つことを決心している(`l doindeedperceive howmuch

valuable is the strength of fortitude than the grace of sensibility,

…'p.214)｡更にEmi1yはUdolpho城を出てVillefort伯爵の

下に身を寄せている時に再びValancourtから告白される

が､パリで堕落してしまったValancourtに今後も会い続

けることに伯爵が反対すると､この忠告を受け入れて

ValancouTtとの結婚を諦める｡

His (=Count De Villefort'S) repeated arguments could,

indeed, alone have protected her from the affection she still

fe]t for･Valancourt, and she reso一ved to be governed by

them. (Udolpho, p.519)

つまりEmilyは､父St.Anbert､叔父Montoni､ Vil】efort伯

爵(亡き叔母VilleTOi夫人の夫の従兄弟にあたる)という､

いわば父･家長にあたる人物からの指示を決して自分か

ら破ることなく､義務､理性､世間への体裁､そして
`goodsense'､ `fortihlde'､ `manners'を大事にし､そのため

に自分の恋愛感情の方を諦めて自己統制に努める`pTOpeT

lady'なのである｡そして重要なのは､ ｢Villefort伯爵の

言葉だけがValancourtへの愛情から彼女を守った｣とい

う言葉から明らかなように､この`propriety'の価値を守

ることが､ Emilyの身を守った(すなわち､堕落した
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Valancourtと結婚することによって陥る不名誉と苦難か

ら守られた)ととらえられていることである｡ Emilyは

後にValancourtとの思い出に浸り､ `fortilude'を尽くした

けれども自分は幸せにならなかったと嘆くが､それで

も`foriitude'が自分を取り返しのつかないほどの不幸か

らほ守ったということを知っている｡

… she was compelled to acknow一edge, thaHhe fortitude she

had formerly exerted, if it had llOt COnducted her to

happlneSS, had saved her from iTTetrievablemisfortune -

from Valancourt himself! (Udolpho, p.584)

ここには､ `pTOPriety'を守ることが自己抑制であると同

時に自己の保存･確立につながるという､ `propriety'の概

念の抱え込んだパラドックスが明確に表れている｡実

際この後､ Valancourtは賭博による借金で牢に入ったも

のの真に反省したということでVillefoTt伯爵から許され

て､ Err)ilyはValancourtと結婚できることになる｡

いったん諦め､自己抑制をすることによって自らを守

り､それが後に報われるという構造はPersuasionにも顕著

である.財産のないWentworth氏との結婚をRussell夫人

から諦めるように説得されたAnneは次のように考える｡

She waspersuaded to believe the engagement a wrong thing

- indiscreet, improper, hardly capable of success, and not

deservlng it. But it was not a merely selfish caution, under

which she acted, in putting an end to it. Had she not

imagined herself consulting his good, even more than her

own, she could hardly haye given him llP. - The belief of

being prudent, ar)d self-denying prlnCIPally for his

advantage, was her chief consolation, under themisery of a

parting.... (Persuasion, p.56)

Anneの｢無分別で不適切な､成功の見込みのない｣結

婚はやめようという決心は､社会で生きていくために

分別を働かせて自己抑制をする`pTOperlady'のものであ

る｡しかも思慮を働かせることが相手のためになると

信じたからこそ結婚を諦めたという姿勢は､世間に認

めらない結婚をして相手を不幸にするのを恐れたEmily

の心理に通じるものがある｡この後Anneは､ Louisaが

Lymeでけがをした時に冷静に対処して大いに人々の役

に立つが､それはPooveyによればAnneにself-Command

があることを示し､ Wentworth氏に彼女が`fortitude'と

`gentleness'を兼ね備えた女性であると分からせることに
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なって､彼女が彼の愛を勝ち取ることにまでつながっ

てゆく(poovey, The ProperLady, p.230).

Her character was now fixed on his mind asperfection itself,

maintaining the loveliest medium of fortitude and

gentleness;…　he had leaTnt tO distinguish between the

steadiness of prlnCiple and the obstinacy of self-will,

between the darings of heedlessness and the resolution of a

collectedmind. (Persuasion , p.244)

この過程は､ UdoZphoにおいてEmi1yが､ Villefort伯爵に

従ってValancourtを諦めることで自分の`sensibility'をコ

ントロールできることを示し､その結果Valancourtとの

結婚という報いを受けることになる過程と(Pooyey,

`ldeo】ogy',p.327)同じであるoつまりEmilyもAnneも､自

分の願望を捨て､自己制御ができることを示すことに

よって結果的に結婚相手を得て幸せになるという､自

己抑制がそのまま自己実現になる構造が共通している

のである｡ Emilyの守ろうとする｢`sensibiliiy'よりも

`fortitude'の方が大事｣という倫理観は､もともとAustem

の｢`sensibility'よりも`sense'の方が大事｣という倫理観

とそれほどかけ離れたものではないのである｡

乃eltalLlanのEllenaもまた同様な倫理観を持つ`Proper

lady'としての側面を持っている. Ellenaは叔母Bianchiの

下でVivaldiとの結婚に合意するが､そのことを後で後

悔する｡修道院に閉じこめられ､尼僧院長から｢あな

たは自分自身と自分の義務を知るためにここに送られ

てきたので､高貴な家(=viva】di家)のために私はあなた

をここで世話する｣旨を告げられた彼女は､動揺がお

さまると､ vivaldi家に認められないまま秘密に結婚し

ようとしたことを悔いて尼僧院長の正しさを認め､

vivaldiと別れることを考える(Theltalian,p.69-9').彼女は

また､彼女を捜しにきたVivaldiと共に修道院を脱出す

ることを考えるが､ `propriety'を重視する性格の彼女に

はそれは本来できないことであった｡

It was true that Vivaldi had discovered her prison, but, if it

were possible, that he could release her, she must consenHo

quit itwith him; a step from which amind so tTemb】ingly

jealous of propriety as hers, recoiled withalaTm, thoughit

would deliver her from captivity. (77he Italian, p.122)

しかしEllenaは結局Vivaldiを諦められずに2人で修道院

を抜け出し､再度のViva】diの求婚を断りきれずに秘密
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の結婚(の約束)をした(p.166,182- 184)0 `propriety'を守

りきれなかったEllenaは､自己抑制をして結婚をきっぱ

り諦めたAnneと対照的であった｡この点が片やGothic

romance､片やrealism小説という対照性とも関連するよ

うに思われる｡ Anneが結末でWentwoTth氏との結婚を決

意した時､最初に結婚を諦めた当時を振り返って次の

ように述べているのは興味深い｡

1日was wrong ln yielding to persuasion once, remember

that it was to persuasion exerted on the side of safety, not of

risk･ When I yielded, I thought it was to duty;..}

(Pel･SuaSL'on, P･246)

`...I must believe that I was right, mllCh as I suffered from it,

that I wasperfectly right in being guided by the friend whom

youwilHove better than you do now. To me, she wasinthe

place of a parent....I am not saylng that she did not err in her

advice. lt was,perhaps, one of those cases in which advice is

good or bad only as the event decides; and for myself, I

certainly never should, in any circumstance of tolerable

similaTity, give Such advice. But I mean, that I was Tight in

submitting to her, and that if I had done otherwise, I shollld

have suffered more in continuing the engagemenHhan I did

even in glVlng it up, because I should have sl1ffered in my

conscience････ a strong sense of dllty is no bad part of a

woman 's portionJ (Persuasion, p.248)

AnneはWentworth氏を諦めるよう説得したRussell夫人の

ことを正しいとも間違っていたとも言っていない｡ま

た少なくとも恨まなかったし､説得された自分のこと

も責めなかった(`she did notblame Lady Russell, she did not

blame herself for having been guided by her;'p.571 58)｡た

だ､当時の自分の取りえた態度は結婚を諦めることで

あり､それが危険でなく安全を選ぶことであり､義務

に従うことであったから正しかった､婚約を続けてい

れば良心の珂責にさいなまれていただろうと結論づけ

ている｡このAnne自身のコメントは､ Radcliffeと

Persuasionのそれぞれのカップルの共通性と対照性の両

方を明示している｡つまり､どのヒロインも`properladyチ

として義務を優先して自己抑制し結婚を諦めるべきと

いう倫理観は共通して持っていた｡しかしAnneは結婚

を諦めてその倫理観を実践することにより､良心の珂

責にさいなまれることなく安全を得た｡ Anneはつらい

思いはしたが(`not with a few months endedAnne's sha一e Of

suffering from it･ Her attachment and regerets had, for a long

time, clouded every eqoyment of youth; and an early loss of

bloom and spirits had been their lasting effect･'p.57)､ Ellena

やEmilyに比べれば社会的にも心理的にもはるかに安全

で安定した身分であった｡財産のない男と結婚して不

幸になることを免れ､また結婚できない男への恋心を

持つことによって陥る心理的不安定(良心の珂責)､あ

るいはその恋心が世間に知れた時の体裁の悪さ(純潔を

疑われる)を免れ､独身女性としての身分と精神を安全

に保ったということである｡一方Radcliffeの方は､ Ellena

は秘密の結婚をし､ EmilyはValancourtから求愛される

ままになって長い間関係がはっきりせず､彼女たちは

その社会的身分も内面も著しく不安定なままである｡ ｢婚

約を続けていれば良心の珂責にさいなまれていただろ

う｣というAnneの言葉は彼女たちのことを言っている

ようにさえ思われる.またPersuasionのMusgrove夫人と

Croft夫人は｢長い婚約は危険で愚か｣であると言うが-1け､

その旨はRadclifffeのヒロインたちに対してこそ忠告な

されるべきだろう｡そして後に論じるように､彼女た

ちが社会的にも心理的にも大変不安定な状態に置かれ

ていることは､ Gothic的恐怖に襲われることに大きく関

連している｡

ヒロインたちが`propTiety'の価値を守ることには理性

や分別を用いることが含まれているが､ Radcliffeの作品

において理性や分別が重視されるのは結婚と財産の問

題に関してだけでなく､幽霊さわざが起こった時もそ

うである｡たとえばudolphoでEmi1yは幽霊さわざの際､

恐怖心を恥じて抑えようと努力している(`shestruggled

to overcome the illusions of fear..} 'Emily, somewhat ashamed

of her terrors,..j Udolpho, p.240, 536)｡また理性を用いよう

とするのはヒロインたちだけではない｡ Thellalianでは

もともとvivaldiは迷信を軽蔑するだけの分別はあった

とされている(`His understanding was sufficiently cleaT and

strong to teach him to detect many errors Of opinion... as well

as to despise the common superstitions of his country,-'The

Italian,p.58). Vivaldiを異端審問にかけるはずだった審問

所がSchedoniの過去の罪を告発して真実を明るみに出す

場所になってゆくのもまた合理的精神の表れである州｡

しかし､このようにヒロインたちの`p10priely'の価値や

義務に対する倫理観が共通しており､またRadcliffeの作

品でも合理的精神が重視されているという類似性が認

められる一方で､それでも片方はGothicromance､もう

片方は`manners'の世界で展開されるrealism小説という

ジャンルの対照性は存在する｡次章ではGothicがGothic

たる由縁を指摘し､ Radcliffeの作品における`sensibility'



の概念について考察しながら､各作品において理性･分

別に対抗する感情･情熱がどのように処理されているか

を比較することにする｡

◇2◇

NorLhangeTAbbeyでGothicかぶれしたCatherineは､

Henry Tilneyの父Tilney将軍をUdolphoのMontoniのよう

だと思い､妻を殺したのではないか､もしくは幽閉し

ているのではないかと疑う｡彼女は秘密のgal】eTyとおぼ

しき所を探索しようとするが､ HenTyに見つかって｢母

は病気で急死したが､兄と私か看取り､父も可能な限

り母を愛していた｣とたしなめられ､自分の愚かな勘

違いを反省し､ `goodsense'を身につけて立ち直ってゆく｡

彼女の反省の内容を要約すると､ ｢アルプスやピレネー

の山脈､イタリア､スイス､南仏なら悪漢や恐怖も似

つかわしいが､法と`manneTS'で守られた現在のイギリ

スでは殺人は許されず､愛されない妻なども安全で､人々

の性格は善と悪の入り混じった`mixedcharaccter'となっ

ている｣というものであるが12-､これはGothicTOmanCeと

realism小説の違いを正確に言い当てていると言える｡

Radcliffeの場合､たとえばたとえSt.Aubert家の人々の内

実が18世紀のイギリスのブルジョワのプロテスタント

の倫理観を反映するものであったとしてもt13'､物語に超

自然やGothic的恐怖が介在してくるためには､彼らが16

世紀のフランス貴族でカトリックでの設定である必要

があった｡現実離れしたことが起こるためには場面が

日常を離れた遠方の地である必要があるからであり､こ

れはromanceの定義でもある.これに対してAustenの場

合はNoTlhangerAbbeyもPersuaSionも舞台はイギリスで､

法律や`manners'で守られた合理社会で地主階級の社交

世界の日常が描かれる｡

Catherineの考えでもう1つ重要な点は`mixedcharacter'

-の言及で､これはRadcliffeの作品がGothicromanceで

ある理由の根幹に関わる問題である｡一般にromanceで

は定まった行動パターンを持つ典型的人格が､ novelで

はTealisticで多様な人物が描かれるとされる｡ Radcliffeの

作品の登場人物たちがCatherineが言うほど`miⅩed

character'ではないのかどうかには問題があるがld､それ

でもたとえば家父長の人格に注目すれば､ Gothicと

realismの違いが示されるように思われる｡ Udolphoで

MontoniはMontoni夫人を幽閉し､利己的な目的でEmily

の縁組みを決め､その相手MoTanOの財産が少ないとわ

かるとMoTanOを避けるために黙ってEmilyをUdolpho城

に連れ去るなど､暴君的家長として猛威をふるった｡

7

(情愛ある家長は父St.AubeTtとして別個に､かつ典型的に

描かれる｡ )一方Anstenの作品の家長は概してそこまで

権力をふるわない.たとえばManSjieldPaTkのSirThomas

priceはFannyにとってしかつめらしく恐ろしい存在で､

身分のいいHenTy CTaWfoTdとの結婚をFannyとその家族

にとって利益になるよい結婚だとしてFanTlyを説得しよ

うとするが､経済結婚としてFamyに黙って決めて押し

つけるわけではない｡ PersuaSionでは､人の階級や財産

や外見にこだわるSirWalleT ElliotはAnneか19才の時､身

分も財産も十分とは言えない海軍士官のWentworth氏と

娘が結婚することを不名誉と考えて冷淡な態度をとっ

たが､一財産できたWentwoTth氏とAnneの結婚が再び決

まった時には特には反対しない｡何よりAnneの結婚に

最も重要な助言をしているのは､もはや道徳的に機能

していない家長の彼ではなく､年上の友人で親代りの

Russel】夫人であり､家長ではないRussell夫人にはAme

は服従する必要はない"～'｡よって従うべき権威が弱い分､

Anneは権威と自分の願望の板ばさみになる負担が軽減

され､ Radcliffeのヒロインよりは心理的に追いつめられ

ずにすんでいるように思われる. NoTthangerAbbeyの

Tilney将軍でさえ､経済的に有利な結婚を息子に強要し､

Catherineが想像するように必ずしもamiableな人物でも

ないが､妻を殺したり幽閉したりするようなGothicの極

悪人ではない116'｡ RadcliffeとAustenの家長のどちらがよ

り典型的暴君的家長であるかば明らかである｡

家長以外の人物に注目しても､結局Austenの作品に

は欠点のある人物はいるが､誰も殺人の罪を犯すよう

な極悪人ではない｡ (PeTSuaSionではSir Walter Elliotが虚

栄の人物で､また彼の財産を相続することになってい

るWi】】iam Elliot氏が､財産目的のために裕福な女性と結

婚してKel)ynch邸をおろそかにし､その妻をなくすと

Kellynch邸を入手するためにAnneに言い寄ってくる小

悪人で､Anneの妹Maryや小姑Leuisaも欠点を持つ人物

である｡ )それに対してRadcliffeの世界では姦通･殺人

の罪が渦巻いている｡しかもその罪には社会規範を越

えた閉塞した血縁関係や情熱的恋愛といったものがか

らんでいる｡

Gothicの大きな特徴､そしてAustenとの決定的な違い

は､幽霊の出る城､迷路､不可解な物音､暗殺者とい

ったGothicの道具仕立てだけにあるのではない｡その裏

にある隠されたテーマ､裏の恐怖の根源としてしばし

ば挙げられる､ ｢逃げ場のない恐怖｣ (`anxietywithout

escape',MaTioPrazによる)､親子間(祖先と子孫)の争い､

血縁関係の閉塞(近親相姦の恐怖)等がGothicの本当の



lJ

､■　二

･･ ∫-

親祭

8

恐怖なのである｡ J.WiltはGoihicの恐怖の根本にあるの

は親子間で放たれるdemonenergyであり､それは財産

(相続)･名誉･宗教の問題よりも大きいとし､ TheCasile

ofOlranZoにおけるManfredの娘殺し等を挙げている(Wilt,

p.1卜12)｡そしてRadcliffeの作品も､血縁関係の閉塞､

祖先(親の代)の罪の影響などのGothicの裏の恐怖の要

素を持っている｡ではAustenの作品はどうだろうか｡た

とえばJ.Wiltのように､ Gothicから受け継いだ恐怖の感

情として､ヒロインが`anxietiesofcommTnOnlife'におび

やかされる点､ ｢田舎の2-3の家庭｣の交際の域を出な

い環境が閉所恐怖症的である点などに留意し(Wi一t,p.126

- 127)､ Gothicの遺産としてのAustenの作品の多様な面

を明らかにしようと試みる人もいる｡しかしAustenの

作品では誰も(ヒロインの親の代の人々も)殺人や近親

相姦の罪を犯さないという意味で血縁関係の閉塞はな

く､従ってRadcliffeと同じ意味でのGothicの裏の恐怖は

ないと言えるだろう｡ NorlhangeT･AbbeyでCatherineが

Montoniのような恐ろしい家長と考えるTilney将軍も

Ca【herineにとっては恋人の父親であるにすぎない｡

さて､ Radcliffeの作品における血縁関係の閉塞､祖先

(親の代)の罪の影響といったGothicの裏の恐怖とはど

んなものだろうか｡またヒロインたちは､自分自身は

何の罪も犯さないのに､ Gothicの裏の恐怖とどう関わり､

なぜGothic的超自然や恐怖にさらされることになるのだ

ろうか｡この点について､ヒロインたちの持つ

`sensibility'･`susceptibility'や感情･情熱の扱われ方も考慮

に入れて考察していくことにする｡

まずudoZphoにおいて､暴君的家長MontoniはEmi1yの

叔父(叔母CherOnの配偶者)であり､ Emilyのもう1人の

叔母(父の姉妹)vi】leroi侯爵夫人は､結婚前に愛する人

がいたが彼女の父の命令で財産のためにVilleroi侯爵と

結婚し､恋愛結婚できなかった｡ villeTOi侯爵もまた結

婚前から`passion'の女性LauTentiniと恋仲であり､結婚

後は不倫の関係を続け､ Laurentiniは侯爵に毒を盛らせ

てVilleroi夫人を殺して失綜した(p.5231 528,655- 662)0

Udolpho城に幽霊が出ると言われるのはそもそもこの城

の前領主Laurentiniが20年前に謎の失轟をしたと思われ

ているからである｡またEmilyはLe-Blanc城でVilleroi

夫人の死の床を見に行って幽霊に出くわすが､その正

体が実は城の宝を盗みに来た海賊であるのに迷信的恐

怖に襲われてしまうのは､ Villeroi夫人が不幸な死に方

をしたことを女中から聞いていたことが大きく影響し

ている(p.5231528,537)｡そして重要なのは､ Villeroi侯爵

と2人の女性の間の姦通と殺人の罪は結局､結婚をめぐ

る財産問題と恋愛感情がうまく折り合わなかった､つ

まり経済結婚が恋愛結婚を阻んだことの結果であり､

Villeroi夫人とLaurentiniという祖先の代の2人の女性の

置かれた状況がEmily自身の境遇ともつながり得るとい

うことである. Radcliffeの作品では血縁関係の閉塞･祖

先の代の罪といったGothic的要素は､暴君的家長を媒介

にしてヒロインの結婚･財産･恋愛の問題と密接にから

んで展開するのである｡ Emilyは､経済結婚を余儀なく

されたVilleroi夫人と顔だけでなく境遇も似て､愛する

ValancouTtとの結婚を禁止され､ Morano伯から繰り返し

求婚され､父親代わりのMontoniからMoTanO伯との経済

結婚を強いられる(p.216)｡そしてこの経済結婚を迫られ

る恐怖は､ Udolpho城で夜中に突然Morano伯がEmi】yの

部屋を訪れ､ Emilyが大変恐ろしい思いをする事件に具

現化する(p.261)0 EmilyのさらされるGothic的恐怖はこ

のような彼女の不安の｢投射｣されたものであること

が多い｡他にも例を挙げれば､黒布で隠された絵をは

ぐって腐敗した死体を見てEmilyは気絶するが､これが

実は死後の姿を見せて悔恨させる目的のため蝋で作ら

れた人体であるのに､ Monloniに殺されたLaurentiniのも

のものだとEmi1yが思いこんでしまうのも(p.248,6621

663)､また叔母Montoni夫人の死のイメジに取りつかれ､

叔母が幽閉されているらしい部屋のカーテンをめくっ

て血に染まった死体を見てしまうのも(p323,329,348)､

LaurentiniとMontoni夫人の境遇がEmilyの境遇とイ以てい

るからである｡当時はMontoniがLaurentiniを殺して壊を

奪ったと疑われていたし､放蕩で全財産を使い果たし

たMontoniからMontoni夫人も財産を奪われそうになっ

ていた(p.281,3041 305)0 EmilyもまたMontoniから､

Morano伯との経済結婚だけでなく､ EmilyがMontoni夫

人から引き継ぐことになっている地所をMontoTliに譲る

書類にサインすることも強要されており､ Lallren血iが

そう思われていたのと同様にMontoni夫人もEmilyも

Montoniに殺されて財産を奪われる危険があったと言える｡

しかしEmi1yの感情と`sensibility'の働き方に注目する

にはやはり恋愛問題を中心に据えねばならない｡ Emily

はLe- Blanc城にやって来た時にVilleTOi夫人に似ている

と言われ(p.491)､気の狂った修道女AgnesからもEmiIy

がVilleroi夫人の子で夫人はGasconyの紳士を愛していた

旨を告げられ(p.647)､ Emilyはかつて父がある書類と

(viHeroi夫人のものと思われる)ミニ肖像画を見て泣い

ていたこと(p.26,104)も思い出し､ Villeroi夫人と父

St.Anbertの関係を疑うに至る(p.650)｡おそらくこの時点

でEmilyが感じたのは､父の姦通の罪と自分が不義の子



である不名誉､自分の財産には正当性がないという不

安などだろう｡しかしLaurentini(=Agnes)とViHeroi夫人の

全ての過去が読者の前に明らかになると､父の姦通の

罪の疑いは晴れるが､代わりにLaurentiniの姦通の罪や

ViHeTOi夫人の結婚前の恋愛か判明する｡この過程-

Emilyも身内である父も姦通の罪は決して犯さないが､

Emilyの恋愛がVilleroi夫人､ Laurentiniの境遇と十分つな

がり得るということが判明するという過程-は注目さ

れてよい｡つまり､ Emilyももし経済結婚が義務である

時､許されないValancourtとの恋愛を強行すれば､

Laurentiniと同様に姦通の罪を犯すか､あるいは少なく

とも､ villeroi夫人の結婚前の恋愛のように女性の守る

べき`propriety'を破ってしまう危険があった｡しかし

Emi1y自身は`sensibHity'よりも`foTtitude'を重視する努力

によって純潔や`propriety'を失う危険をなんとか回避し､

しかも自分の境遇がLaurentiniやViHeroi夫人につながり

得ることに気づくことはなく､またEmi1yの`sensibi】ity'

と1.Aurentiniの`passion'とは措きわけられている"7'｡この

構造はEmilyの恋愛感情の働き方に関連するものと考え

られる｡ Udolpho城に幽閉されたEmi1yはValancourtのこ

とを切に憩いながらも､いざ彼が同じ城に幽閉されて

いるのではないかと思いあたると､彼に会うことを無

意識のうちに恐れている｡

What so lately she had eagerly hoped she now believed

she dreaded; - dreaded toknow, that Valancourt was near

he7･; and, while she was anxiollS E0 I)e relieved from her

apprehension for his safety, she stil一 was unconscios, that a

hopeof soon seeing him, struggledwith the fear. (Udolpho,

p.388)

つまりEmilyは自分のうちにある恋愛感情･情熱を恐れ

ていて容認していないのである｡そしてEmilyの心理が

このように働くのは､また語りにおいてLauTentiniの

`passion'が容認されないのは､ Pooveyの論を参考にすれ

ば､感情を解放し情熱に身を委ねることは自己統制を

失うことであり､ sexualdesireの放縦の中に女性を放り

出L socia一 powerとidentityを奪うからである(Poovey,

`Ideology',p.312,32卜322)｡こうしてEmilyの情熱は外部

に排除され､彼女の自我は分裂し､また物語の構造も

分裂した. Emilyは理性とproprietyを重視する`Proper

lady'であると同時に､ Valancourtのことを思い続ける多

感な女性でもある｡理性で迷信を打ち消すと同時に､
`sublime'な恐怖(黒布の裏など)にすすんで興味を持ち､

9

`romantic imagination'(p.329, 342)を働かせてMontoni夫人

の死のイメジに取りつかれたり､またValancouTtの消息

がわからない時には`O Valancourt! … I have murdered

thee!7と言って感情に圧倒されたりする(p.622-623)｡情

熱を持つことの恐怖はLaurentiniの幽霊のうわさや

Villeroi夫人の部屋に出没する幽霊に投射され､ Emilyの

情熱は風景に転移し､ EmilyはValancoultを想って何度

も風景をなかめる｡かくしてUdolphoは風景描写の多い

Gothic作品となった{18㌦　そしてEmilyのことを心に

`passion'を持っていると言うAgnes (=Laurentini)が半ば狂

女でなくてほならないのと同様に(p.574)､ Emilyの遭遇

するUdolpho城での出来事は狂ったimaginationの見る夢

や恐ろしい架空の物語でなくてはならない(p.296)0

`sublime'な恐怖が精神を高揚させるものだとされて

(p.248)幽霊などの超自然的現象が好んで語られると同

時に､理性が信頼されて超自然の全ては合理的に解決

されねばならない.そしてEmi1yの`sensibility'はこの分

裂した事象を全て受けいれる｡それは前述した通り､当

時の`sensibility'の概念がmoral/aestheticな両面を持ち

(poovey, `ldeology',p312) ､一方の極ではfortitudeや

proprietyの方向に､もう一方の極では超自然や恐怖への

さらされやすさ(susceptibility)や自己統制を失わせる

`passion'にまで開かれているからである.

乃elialianは､祖先の犯した罪と血縁関係の閉塞､理

性を圧倒する感情といった性質がUdolphoよりもはるか

に明確に表れている作品である｡ EllenaはVivaldi夫人の

告解僧schedoniに命を狙われるが､ Schedoniは実はEllena

の美の父Bruno伯爵の兄弟Marinella伯爵であり､つまり

E】lenaの叔父である｡そしてSchedoniはBruno伯の妻

olivia(Ellenaの実母)を愛して拒絶され､ Bruno伯に放蕩

を理由に経済的援助を断られたのを恨んでBruno伯を殺

し､ Oliviaと無理やり結婚するが､ 01iviaに愛人がいる

ことに嫉妬して01iyiaを刺したという､姦通と殺人にま

みれた過去を持っている(p.225,339-341,360-361)｡そし

てViva】diとの結婚を阻止するためEllenaを殺そうとした

schedoniが､ Ellenaの持っていたミニ肖像画が自分の肖

像であったため､ E11enaが01iviaとの間にできた自分の

娘と思いこむ場面は(p.235-238)､ (疑似)父娘の間の殺

人と再会の(疑似)近親相姦のドラマである｡更に

schedoniはEllenaが自分の娘と知ると､身分の高いVivaldi

家との結婚は自分にも好都合と考えて､これまで反対

してきたEllenaとVivaldiの結婚を今度は逆に密かに進め

ようとする(p.243)､つまり経済結婚を強要する家長とな

る｡ Ellenaの置かれた境遇もudolphoのEmilyと同様に､
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viyaldiとの恋愛結婚を望みながらも､その結婚が身分

の問題でVivaldi家の親から阻止されたり､にわかに再

会した叔父に密かに画策されたりする､大変不安定な

境遇であった｡そしてEllenaはVivaldiと秘密の恋愛結婚

を試み､社会規範とpropTietyを破った人間となるが､こ

の行為は､兄弟の妻を奪い取ったSchedoni､そしてやむ

なくschedoniと結婚した後Ansaldo神父という愛人の疑

われたOliviaとも､社会規範を破った恋愛という点でつ

ながってゆくo EHenaとVivaldiが礼拝堂で挙式しようと

する場面(p.183- 186)が､雷鳴や恐ろしい物音が響き､得

体の知れない人影が現れ､ 2人を異端審問所に呼び出す

声がするという､ MaturinのMeZmoih ike WandeTel･における

MelmothとImmaleeの挙式にも似た最もGothicらしい場

面になるのは､決してこのことと無関係ではないだろう｡

そしてTJleltalianにおいてUdolphoと違って特徴的な

のは､ Ellenaだけでなく男性のVivaldiも結婚をめぐって

身の上が不安定になって`sensibility'や`susceptibility'を発

揮する点である｡ Vivaldiは父から｢結婚して名誉を汚

せば嫡子の権利を与えない｣旨を告げられ､またVivaldi

家ではその家柄と財産にふさわしい女性の家からの結

婚の申し込みも受けており(p.30,165)､これはUdolphoの

Emilyの境遇の男性版であるo Vivaldiはまた､ E11enaの

住むAltieTi邸への行き帰りに謎の修道僧とすれ違い､こ

れをEllenaの恋敵と思ったり､ Ellenaが死んだという不

吉な予言ととらえたり､血のついた服を見たり､様々

な不安や迷信的恐怖にさらされるが(p.13,41,76-79)､こ

れは後にVivaldiの過度のimaginiatiomや`susceptibility'を

利用したSchedoniらの策略であったことが判明する

(p.3961 398)｡この時`susceptibility'を指摘されたVivaldi

は赤面するが､これをVivaldiの女性化と見なすことも

できる(Miles,p.171)o　そしてUdolphoでEmilyがUdolpho

城の秘密､つまり`passion'の女性hurentiniの秘密を解

いていくように､ TheIEalianではVivaldiが異端審問所で

`passion'の破戒僧Schedoniの秘密を解いてゆく岬｡しか

しVivaldiにはEmilyとは違って`passion'の言葉が用いら

れることもあり､彼は分別もあるが多感で情熱的な面

も持つ人物として措かれている｡

He was awed by the circumstances which had attended the

visitations of the monk, if monk it was;...and his imagination,

ths e一evated by wonder and painful curiosity, was prepared

for something above the reach of common conjecture, and

beyond the accomplishment of humall agency. His

understanding was sufficiently clear and strong to teach him

to detect many errors Of opinion, ･･･ as weH as to despise the

common superstitions of his country, and, in the usual state

of hismind, he probably would not have paused for a

moment on the subject before him; but his passions were

now interested and his fancy awakened, and, thoughhe was

unconscious of this propensity, he would, perhaps, have been

somewhat disappointed, to have descended suddenlyfrom the

reglOn Of fearful sublimity, to which he had soared - the

world of terrible shadows- to the earth, on which he daily

walked, and to an explanation simply natural･ (The JLalian,

p.58)

Ellenaへの情熱のあまり､ vivaldiはすれ違った修道僧の

不思議さと恐怖に平常の分別を央い､自分では気づか

ないうちにpassionとfancyを働かせたのだった｡そして

語り手の｢ここで`sublimity'の世界から日常世界に引き

戻されたなら彼はがっかりしただろう｣というコメン

トは､ Radcliffeの世界に特徴的な理性と情熱の関係をよ

く示している.つまり､理性を圧倒する情熱･fancy･

imaginationが人をsublimity ･超自然･ Gothic的恐怖に導き

精神を高揚させるものとして肯定される一方で､それ

は自己統御を失わせるので､理性に信頼の置かれる語

りも同居する､分裂した語りになっているのである｡

一方peTSuaSionには､ Gothicの道具仕立ても血縁関係

の閉塞というGothicの裏の恐怖もないが､ Anneが経済

結婚の可能性やWentworth氏への自分の感情について考

える場面はある｡その場合､感情･情熱と理性･自己統

制の問題はどのように扱われているだろうか｡ Anneは

Russell夫人から､ Elliot氏と結婚すればKellynch邸の女

主人LadyEl】iotとなれるのでよい結婚だと助言される.

この一種の経済結婚の助言に対してAnneは､自分の母

と同じ境遇になり､貸しに出したKellynch邸が自分のも

のとなって帰ってきてずっと住めるのは魅力的だと考

えるが､ Elliot氏の性格と過去について納得できない点

があり､この結婚を退ける｡ MontoniやMoTanO伯の脅威

におびえるEmi1yやSchedoniに密かにVivaldiとの結婚を

阻止も画策もされるEllenaとは違って､ Anneは家長や

Russell夫人の圧迫を感じることはなく､経済結婚の意義

を十分知った上で相手が個人として自分によい相手か

どうかを吟味して判断を下す｡この場面でAnneが人間

らしい暖かい感情の発露を重視しており､それが実は

もともとAnneにとってのWentworth氏の魅力だった点は

注目すべきである｡



Mr Elliot was rational, discreet, polished, - btlt he was

not open･ There was never any burst of feeling, any warmth

of indignation or delight, at the evil or good of others･ This,

to Anne, was a decided imperfection.... She prized the frank,

the open-hearted, the eager Character beyondall others･

Warmth and enthusiasm did captivate her still. (Pe7･SuaSion,

p.173)

Captain WentwoTth had no fortune....But, he was

confident that he should soon be rich; - full of life and

ardour, he knew that he should soon have a ship,...Such

confideT)Ce, Powerful in its own warmth, and bewitching ln

the wit which often expressed it, must have been enough for

Anne; (Persuasion, p.56)

wentworth氏はfancyや過度のimaginationを働かせて迷信

的恐怖にさらされるような`sensibility'の人間ではないし､

ここでの`warmth'や`enthusiasm'といった言葉も社会規

範を越えて罪を犯してしまうような`passion'とは異なる

ものである｡しかしAnneが若い時に義務を守って

wentworth氏を諦めて自分の感情を抑制した後に､たと

えRusse11夫人に無分別と判断されようとも､どれだけ

彼の人間らしい感情に惹かれていたか､また感情を肯

定したいと思っていたかは次の引用に明らかである｡

How eloqllent COu】d Anne EHiot have been, - how

eloquent, at least, were herwishes on the side of early warm

attachment, and a cheerful confidence in futurity, against

that oveトanXious caution which seems to insult exertion and

distrust Providence! - She had been forced into prudence in

her youth, she learned TOmanCe aS She grew older - the

natural sequel of an lmnatllral beginning.(Persuasion, p.58)

TheIlalianでEllenaが恋愛感情の方を優先させてしまっ

て後悔したのとちょうど対照的に､Anneはこのように

分別を身につけてからromanceを身につける過程をたど

り､暖かい感情を肯定できるものなら肯定したい気持

ちに傾いたのだった｡

peTSuaSL'onにはまた､ Anne自身が愛情について語る場

面がある｡ Harville氏とAnneが､男女それぞれの置かれ

た境遇や愛情の持ち方の違いについて語り合うその場

面で､ここではAnneの次の2つの発言に注目したい｡ 1

つは｢女性は家に閉じこもって感情のえじきになる`We

(=women) live at home, quiet, confined, and our feelings prey

uponus/(p.236)｣というものである. Anneは一般論とし

ifJ

て述べているが､これはAnneがかつてWentworth氏と別

れた後にしばらく味わった感情でもある(`HerattachTnent

and regrets had, for a long time, clouded every enjoyment of

youth;…she had been too dependant on time alone; no aid had

been glVen in change of place,･･･or in any r)ovelty or

enlargementofsociety.'p.57)｡しかし､ Radcliffeのヒロイ

ンたちが幽閉されて`sensibility'という振幅の広い感情の

えじきになったのに対して､ Anneの感情は決して理性

を押し流してしまうような感情ではなかった｡ Anneは

またHaⅣille氏に｢男は妻子のためにがんばり尽くす｣旨

を言われた時､男女を問わず暖かく誠実な感情を持つ

ことを尊重すると言い､特に女性の愛情の特質につい

て､想う相手が不在でも希望が去っても長く愛するこ

とだと答える｡

`God forbid that 1 should undervalue the warm alld faithful

feelings of any of my fellowICreatureS. 1 should deserve utter

contempt.if I dared to suppose that true attachment and

constancy wereknown only by woman..=All the privikge I

claim for my own sex... is that of loving longest, when

existence or when hope is gone}(PeT･SuaSion, p.238)

Anneの言う通り､彼女自身の愛情は婚約が絶望的に破

棄されても結局消えなかったし､またudolphoでも

ValancouTtがパリで堕落している問にもEmilyが彼-の

愛情を捨て去ることはなかった｡そして｢女性の愛情

は長く続く｣というこのAnneの意見が､そばでそれを

聞いているWentworth氏への間接的な告白にもなり得て

(彼女はその意見を言った後､胸がいっぱいになってい

て言葉がしゃべれなかった｡ p.238)､別の手紙のみを書

いているように見えていたWentwoTth氏がAnneへの告白

の手紙を書いて持って来ることになるこの場面は､ 2人

がお互いに`propriety'と`TnannerS'を守り通しながら成就

する愛の場面でもある｡ Ameにとって感情･愛情とは､

理性と`p10pTiety'に裏打ちされた貴重な美徳であり､

udolphoのEmilyがSt.Anbertの教訓とMontoniの脅威のた

めに､ Valancourtを愛すると同時にその感情を恐れる

ambivalence､いわば理性と感情の自己分裂に陥らざるを

得なかったのに対して､ AnneはWentworth氏への感情を

控えめに表現することはあっても､それを自分の中で

恐れ否定することはない｡そしてこのことはそれぞれ

の作品の次のような性質にも対応すると考えられる｡

udolphoのEmi1yの感情は､家父長(ただし実父ではな

い)の威圧的な支配の下に情熱にもつながりかねない感
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情としてEmilyから排除され､恐怖として投射され､風

景や外界に転移して表現されることになった｡よって

外界の描写はほとんどの場合Emilyのなかめる主観的な

もの､詳細な心象風景の描写となる｡あるいは､ Emily

の感情は風景や物音を媒介にして増幅されるとも言え

るだろう｡たとえばEmilyはイタリア-発つ日､

Valancourtから｢同じ夕暮れを見て心を通いあわそう｣と

いう手紙をもらい､道中のsublimeな景色に心うたれな

がらValancouTtのことを思う｡

With what emotions of sublimity, softened by tenderness,

did she meet Valancollrt in thought, at the cllStOmaTy hour of

sun-set, when, wandering amoTlg the Alps, she watched the

gloTious orb sink amid their summits, his last tints die away

on their snowy points, and a solemn obscurity stealoveT the

scene! (udolpho, p.163- 164)

あるいはUdolpho城で遠くから故郷の歌が聞こえてきた

時には､ Emilyは故郷の風景や過去をふり返って感傷に

浸り､ ValallCOurtが幽閉されてその歌を歌っているので

はないかと思う｡

...their soft melody was accompanied by a voice so full of

pathos, that it evident一y sang not of imaginary Sorrows. Its

sweet and peculiar tones She thought she had somewhere

heard before; ｣t stole over hermind, amidst the anguish of

her present suffering, like a celestialsfrain, soothing, and

re-assming her; - `Pleasant as the ga一e of spring, that sighs

on the hunter's ear, when he awaken from dreams of joy,

and has heard the music of the spirits of the hill}*

But her emotion can scarcely be imagined, when she

heard sung, with the taste and simplicity of true feeling, one

of the popular ails of her native proviTICe, tO Which she had

so often listenedwith delight, when a child, and she had so

often heard her father TePeat! To this well-knowll SOng,

never, till now, heard but in her native country, her heart

melted, while the memory of past times Tetumed. The

pleasant,peaceful scenes of Gascony, the tenderness and

goodness of her parents, the taste and simplicity of her

foTmer life - all rose to her fancy, and formed a picture, so

sweet andglowlng, SO Strikingly contrastedwith the scenes,

the characters and the dangers, which now surrounded her -

l that hermind could not bear tO Pause upon the retrospect,

and shrunk at the acuteness of its own sufferings.

･･･she heard the measure change, and the succeeding air

called her agaln tO the window, for she iTnmediately

reco11ected iHo be the saTne She had formerly heard in the

fishing-house in Gascony-.Surprise SOOn yielded to other

emotions; a thought darted, like lightning, upon hermind,

which discovered a train of hopes, that revived all her spmts.

･･･lshe] listened, now doubting and then believing, Softly

exclaimed the name of Valancourt.…Yes, it was possible,

that ValancouTt Was near her...(Udolpho, p.386 1 387)

歌の描写には､ soft､ sweet､ pleasant､ pathos､ sorTOWS､

soothing､ re-assuringといった感情に関わる語が多用され､

その歌はEmilyの心に｢しのびこみ｣､それを聞く彼女

の心は｢溶け｣､ついで彼女の故郷の情景と過去の生活

が｢絵｣となってうかびあがる｡ここではオシアンの

訳詩とされる一節(辛)も連想されている｡ Emilyが恐ろし

い目にあっている場面の割には風流かもしれない｡し

かしUdolphoにおける感情は以上のように､音楽(聴覚)

と風景(視覚)と詩行､及び人格と心理全てが境界をな

くしてあいまいに混じりあうような表現となって発露

されるのか通例である｡

これに対してPersuasionにおける風景は､ Anneの心と溶

けあうような心象風景にはなりにくい｡たとえば秋の

気配を感じる散歩でAllneはその風情と詩行に浸ろうと

するが､結局近くを歩いているWentworth氏とMusgrove

姉妹たちの会話が気になってそれどころではない｡

Anne'S object was, not to be in the way of any body,...

HeT Pleasure in the walk must arise from the exercise and

the day, from the view of the last smiles of the year upon the

tawny leaves andwithered hedges, and from repeating to

herself some few of the thousand poetical descriptions extant

of autumn, that season of peculiar aTld inexhaustible

innuence on the mind of taste and tenderness, that season

which has drawn fTO77) every Poet, WOrthy of being read,

some attempt at description, or some lines of feeling. She

occupied heTmind as much as possible in such like muslngS

and quotations; but it was not possible, that when within

TeaCh of Captain Wentworth's conveTSationwith either of

the Miss Musgroves, she should not try to hear it;.･･

Anne could not immediately fall into a quotation agaln･

The sweet scenes of autumn were for a while put by -

unless some tender sonnet, fraught with the apt analogy of

the declining year, with dec一ining happiness, and the images



of youth and hope, and spTlng, all gone together, blessed her

TnemOry. (PeTSuaSiofL P. 106 I 107)`20'

秋の風景描写を含むこの一節はAnneの人生のアナロジー

的表現でありながら､結局Anneにとっては`anxietiesof

commonlife'のリアリティの方が風景や詩行よりも優勢

なのである｡また美しいLymeの風景も次のように第三

者の視点から語られる｡

...the remarkable situation of the town, the pTlnCipalstreet

almost hurrylng Into the water, the walk to the Cobb, skirthlg

round the pleasant little bay, which in the season is animated

with bathing TT)aChines and company, the Cobb itself, its old

wonders and new improvements, With the very beautiful line

of cliffs stretching out to the east of the town, are what the

stranger's eye will seek; and a very Strange Stranger it must

be, who does not see charms in the immediate environs Of

Lym8, 10 make him wish to know it betteT･･･. (Persuasion,

p.117)

社交場での音楽の描写も簡潔である｡

The first act was over. Now she (=Anne) hoped for some

beneficial change; and, after aperiod of nothing-saying

amongst the party, Some of them did decided on golng ln

quest of tea..･･

...another hour of pleasure or of penance was to be set out,

another hour of music was to give delight or the gapes, as

realor affected taste for it prevailed. To Anne, it chiefly

wore the prospect of an hour of agitation･ She could not quit

that room in peacewithout seeing Captain Wentworth once

more,without the interchange of one friendly look.

(PeTSuaSL'on, P.197 - 198)

Anneは音楽を聞いてWentworth氏に想いをはせるのではな

く､ wentworth氏その人に会いたいのである｡ Radcliffeの場

合ヒロインの感情が恋人本人に向かわずに風景などに転

移しているのに対して､ PeTSuaSionのAnneの感情は風景

や音楽よりもwentworth氏本人に直接向かう傾向にある｡

そしてPeTSuaSionでは結婚における個人の感情が肯定

されて物語が閉じられる｡

When any two young people take it into their heads to marry,

they are pretty sure by perseverance tO Carry their point, be

they ever so poor, or ever so imprudent, or ever so little
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likely to be necessary to each other's llltimate comfort. This

may be bad morality to concllユde with, but l believe it to be

truth; (Persuasion, p.250)

しかしここでこの結論は道徳的にはよくないと断わら

れている通り､ PeTSuaSionでは理性や自己統制によって

感情が`manneTS'の世界での限度を越えないように守ら

れていたからこそ､語り手もこのようなコメントが出

せたのかもしれない｡これは､理性を圧倒しうる感情

の扱われたRadcliffeの作品で､語り手が｢すれ違った修

道僧を恋敵と勘違いしたVivaldiがEllenaに求婚すること

を決意したのは`passion'が思慮に勝った結果の過ちであ

った｣とコメントするのと対照的である｡

...he concluded with believing the notice, of which he had

been warned, to be that of a rival, and that the danger which

menaced him, was from the poniard of jealousy･ This belif

discovered to him at once the extent of his passion, and of

the imprudence, which had ths readily admitted it; yet so

far was this new prude71Ce from OVerCOming his error, that,

sbng with a torture more exquisite than he had everknowrl,

he resolved, at every event, to declare his love, and sue for

the hand of Ellena･ Unhappy young man, he knew not the

fatalerror, into which passion was precipitating him!(乃e

ILalian, p. 1 3)

しかしまたAnneがWentworth氏と結婚できたのは､

wentworth氏が海軍という不安定なあてのない世界にお

いて戦死することなく､昇進して財産まで作れたとい

う幸運に依存していることも留意されるべきだろう｡確

かにRadcliffeの作品ではVivaldiもヒロインたちも恐怖

に翻弄されて人格が成長するとは言えず､典型的人格

の域を大きく出ることがないのに対して､ Pel･SuaSionの

AnneはEl常的な多様なリアリティのある世界に生きて､

思慮深く人の役に立ち､ Wentworth氏への愛情を安全に

逸らせてゆく賢さと情愛を兼ね備えた女性であり､ま

たWentworth氏の海軍での昇進にも彼本人の努力があっ

たにちがいない｡努力の成果と未来を信じる美しさと

強さは､Anneが願った通り彼女の幸せに結実したので

ある(cf. `how eloquenL. were her (=Anne'S) Wishes on the

side of early warm attachment, and a cheerful confidence in

futurity, against that over-anxious caution which seems to insult

exertion and distrust Providence!'Persuasion, p.58)o LかL

Benwick氏の不幸な例- BenwickとFanny Harvilleは婚約
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してBenwickの昇進と財産増加を待ったが､それが実現

した時にはFannyは他界していた一に照らせばやはり

Ameとwentworth氏は幸運であり､ Gothicのヒロインた

ちが家長に威圧されて主体性を奪われていたことに比

べればperSuaSionの結末のコメントは楽観的に響く｡そ

れともこのコメントにはもっと皮肉な響きも言外に感

じとるべきなのだろうか｡これまで､当時の女性の置

かれた社会状況､及び作品の設定とヒロインの心理の

動きに注目してRadcliffeとAustenの比較を試みたが､ヒ

ロインの-ッピーエンドが約束されているという意味

ではudolpho､ TheIEalian､ PerSuaSion､いずれの作品もほ

ぼ型通りの結末であった｡このことは､ Radcliffeも

Austenも当時の社会においてsensiblityやdutyの基準が主

観によって計られるようになったというイデオロギー

内部の矛盾を不問に処したことと関係があるように思

われるが､この点についての考察はまたの機会に譲る｡

Pooveyの言葉を用いてまとめれば､ udolphoとTheIEalian

ではseT)Sibili【yの持つpowerが､ Persuailonでは統制され

た感情の持つpoweTがドラマ化されたのだった(Poovey,

The PTOPeT Lady, p･228,235 - 236･ `ldeology', p･328 I 330 ).

注

(1) Jane Austen, Norlhanger Abbey. Penguin Classics,

ed･ and intro. by Marilyn Butler, 1995

(2) Joseph Wiesenfarth, Godzic Manners and the Classic

English Novel･(The University of Wisconsin Press,

1988)p.3- 6

(3)　Robert Mi一es,Ann RadcliHeI The Great EnchanireSS.

(Manchester University press, 1995) `IntTOduction'､及

びUdolphoとThelialianについての7､ 8章を参照.

(4)　Lawrer)ce Stone, The Family, Sex and Mamlage in

England 1500- 1800.(Penguin Books, 1979)第7章を

参照｡

(5)　Mary Poovey, The PT･OPer Lady and the Woman

Wriiel'･(The University of Chicago Press, 1984)以下

The ProperLadyと略｡ 1章`The Proper I.ady'と最終

章`Conclusion'､ Austenについては6､ 7章を参照｡

Pooveyの言う女性の願望とは､自由恋愛(結婚)､

あるいは`romanticlove'への願望と考えてもよい｡

(6)　Mary Poovey, 1deology and The Mysteries of

Udolpho'(1979)･ CTiticism, 21.以下`Ideology'と略｡

(7) JaneAnsten, Persuasion. (Penguin Classics, 1985)

(8)　Ann Radcliffe, The Mysteries of Udolpho.(World's

C]assics, Oxford University Press, 1980, TePTinied in

1991)

(9)　Ann Radcliffe, The ILalian. (WoTld's Classics,

Oxford University Press, 1981, reprented in 199り

(10) `there is nothing I so abominate for yOungpeOPle as

a long engagement･ It is what 1 always protested agalnSt

for my children･ lt is all very well, I used to say, for

young people to be engaged, if there is a certainty of

their being able to marry in six months, oT even in

twelve, but a long engagement!'

`Yes, dear ma'am,… or an uncertain engagement; an

engagement which may be long. To begin without

knowmg that at such a time there will be the means of

marrylng, I hold to be very unsafe and unwise, and what,

J think, all parents Should prevent as far as they can･'

(Persuasion, p.234 - 235)

(ll)　VictorSageは､審問所でのVivaldiは一貫して

`good rational sceptic'､ `good Protestant'として答え

ており､審問官も途中から公正さを発揮すると指

摘し､この場面の内実を､ローマのカトリックの

審問所はより公正な(イギリスのような)法廷に

移るととらえている｡ VictoTSage,HorrorFicLionin

ihe ProEeslant Tradition (MacMil)aTI Press, 1988) p.151

-156参照｡

(12)　Charming as were all Mrs.Radcliffe's works, and

charmlng even aS Were the works of all her imitators, it

was not in them perhaps that human nature, at least in

the midland counties of England, was to be looked for.

Of the Alps and Pyrenees, with their plne forests and

their vices, theymightgive a faithful delineation; and

ltaly, Switzerland, and the South of France,might be as

fruitful in horrors as they were there represenled････But in

the central part of England there was surely some

secuTity for the existence even of awife not beloved, in

the laws of the land, and the TT)annerS Of the age. Murder

was not tolerated, servants were not slaves, and neither

poISOn nor Sleepmg POtions to be procured, like rhubarb,

fTOm every drugglSt･ Among the A7ps and Pyrenees,

perhaps, there were no mixed characters. There, Such as

were not as spotless as an angel,might have the

dispositions of a fiend. But in Engla71d it was not so;

among the English, she (=CatheTine) believed, in their

hearts and habits, there was a general though unequal
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mixture of good and bad. Upon this conviction, she

would not be surprised if even in Henry and Eleanor

Tilney, some slight imperfectionmighi hereafter appear;

and upon this conviction she need not fear to

acknowledge soTr)e actual specks in the character Of their

father, who, though cleared from the grossly ]nJurious

suspIC10nS Which she must ever blush to have

entertained, she did believe , upon serious consideration,

to be not perfectly amiable. (NoTlhangeT Abbey, p.174)

(13)　V.SageはGothicrevivalの背景としてアイルラン

ドのカトリック解放運動のイギリスへの脅威を指

摘し､ Emilyの語ることはルター派(プロテスタン

ト)の考え方で､ Udolphoにはカトリック的迷信と

プロテスタント的合理性の対立があるとしている

(sage,Ibid.,第2章参照)｡またR.MileはSt.Anbert､

Emily､ Vivaldi､ Ellena等の持つ価値観は18世紀の

イギリスの中産階級の非国教会徒のものであり､

非貴族的､反封建的､反家父長制的としている

(Miles,Ibid.,第7､ 8章参照)0

(14)　たとえばudolphoのMontoniは傭兵の指令官で

略奪まがいの戦闘を繰り返し､逮捕されて裁判で

危険人物とされて獄中死するが､彼は有罪と決定

されたわけではなく(`nothing being discovered to

criminate Montoni,…'Udo]pho, p.569)真の悪漢として

措かれているとは言えないし､本来は善人だが1

度堕落してしまうValancollrtも`mixedchaTaCter'で

ある｡またNapierは77zeliaZianのSchedoniですら最

後には悪漢性を失ってしまうとするo Elizabeth

NapieT, The Failul'e of GolhL'C. (Clarendon Press,

OxfoTd, 1987) p.13, 34参照｡

(15) `Anne's decision to break off her engagemeT)I...have

little to dowith Sir Walter's paternaldispleasure･ On the

contrary, it has everything to dowith the advice, not the

authority, of a trusted friend, Lady Rl】SSell, to whom

Anne does not owe the comparable duty of

obedience･.･･For Anne, no hard conflict between duty

and inclination is implied by defying or simply ignorlng

her fatherj Lln Anne's case, an older woman f7･iend, and

no venerable father carried the day. Lady Russell stands

not in place of a mother, but rather `in the place of a

parent', ･･.and the very need to replace a living but

morally dysfunctionalfather itself points to a problem

with the conservative model/ (Claudia L. Johnson, Jane

AuslenI WomefL Politics, and ike Novel. The University
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0f Chicago press, 1988. p.146, 155)

(16) J･WiltはAustenの家長たちは､ MontoniがEmily

に対してそうだったように､娘の結婚と幸せについ

てwill肘で脅威的だとするが､私は以上のような

意味ではやはりGothicの家長像とは異なると考え

る｡ Judith Wilt, GhoSZs ofihe GoihL'cI Ausien, ElioE, and

LawTenCe. (Princeton University press,1 980) p.1 29番監

(17)　EmilyはLaurentini(=Agnes)よりもずっと穏やか

な性格として措かれており､例えばEmilyが

IAuren血iの肖像画を見る時､そこにはEmily自身

の特徴と言える`pensivemildness'､ `sweetness'､

`sentiment'といったものはなく`passion'があると

され､一方Emi1yの悲しみの感情は`fierceand

terriblepassions'ではなく`silentanguish'であるとさ

れる(UdoZphop, p.278,329)0

(18) `Ann Radcliffe's heroines externalize passion and

Tefuse to recogn12:e it as a part of themselves: it rebrns

therefore in uncontrollably threatening form.... The

ylrginalheroines of Gothic fiction cannot represent

women'Sfu11 experience; the fullness of that experience

is not condensed　in　character, but it permeats the

landscapes, solitudes, dTeamS, and tI汀eatS.I (Gillial】

Beer, "`Our UnnaturalNo-Voice": The Heroic Epistle,

Pope, and Women's Gothic', ModeT･n Essays on

18ih一ccnLuTy LiieTaiure ed. byLeopold Damrosch, Jr.,

(Oxford University Press, 1988). p.409)

(19) Schedoniは流れてきたレクイエムを聞いて泣く

Vivaldi夫人を`The slave of her passions, the dupeof

hersenses!'(p.178)と軽蔑するが､彼自身もAnsaldo

神父に罪を告解した際に`passion'の奴隷だったと

告白し､その他の箇所でも`passion'を持つ人物と

されている(The lialian, p.339,364,365)0

(20)　Emilyも引用箇所の一部では自分の境遇がつら

くて回想にひたれないと考えたり､また他の箇所

でも風景や詩が慰めにならないと考えたりする

(`...Emily sought to lose the sense of her own cares, in

the visionary scenes of the poet; but she had again to

lament the iTTeSistible force of circumstances over the

taste and powers of themind;...The enthsiasm of

genius,with all its pictured scenes, TlOW appeared cold,

and dim.'p.383).これは自分の境遇が気になって風情

に浸れないAnneと非常に近い状況だが､それでも

Emilyは風情や詩行に浸ることの方が頻繁である｡


